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【削減状況の自己評価】
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原単位当たり排出量

原単位の基になる生産重量は前年度、15,156ton、令和4年度は、14,856tonと約2％ほど減量しています。しかし生
産重量が前年対比で減産にあるにもかかわらずCO2の排出量は前年対比で約2.7％増加となりました。電気の使用量
は約１％増加で、LNGに関しては‐3％で減少しています。今回の悪化の要因は主に電気の使用量が増加したことに
あります。前年と比較して外気温度の高い日が毎月20日前後も発生しており、作業環境改善の為設置した各工程を
冷やすための空調が前年度より多く稼働したためと考えています。しかしながら、そのほかとしては設備トラブル
削減による効果として約539ｔCo2と効果があったと考えてます。
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工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

岡山総社工場

大阪府大阪市西区江戸堀一丁目15番27号

生産効率保全課

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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①

株式会社　紀文西日本
550-0002

業種名：食料品製造業

水産練製品
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③CO2換算3,000t以上

09

（●工場等の数 1 所 ●車両台数（②該当の場合）

岡山県総社市井尻野700番地
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

工場等の名称

日々のエネルギー使用量の確認を行い、各生産ラインごとの電気、ガスの使用量を計画対比で確認し使用
量から、使い方、設備異常など見つけ出し対策を行っている。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容

　 無

その他

その他

県内で
の取組

【推進体制】

　 無

　 無
県内で
の取組

岡山総社工場 （令和４年度実施分）
・室外機への散水装置維持管理
・室外機への遮光ｶｰﾃﾝ維持管理
・老朽化設備の入替、メンテナンスによる効率化
・生産設備トラブル削減（生産設備のトラブルによる無駄な電力・ガス使用量を
抑える）トラブル時間削減のため、定期メンテナンスなどの予防保全の実施。
約539tCo2削減効果

（今後実施予定分）
・室外機への散水装置維持管理
・室外機への遮光ｶｰﾃﾝ維持管理
・老朽化設備の入替、メンテナンスによる効率化
・冷却設備入電時間規制制御による無駄な電力の抑制（9台）横展開約20.1tCo2
削減効果見込み
・生産設備トラブル削減（生産設備のトラブルによる無駄な電力・ガス使用量を
抑える）
・包装フィルムへの賞味期限等の印字方式をリボン方式からレーザー印字方式の
変更、それに伴いリボン使用量削減で約1.2ｔCo2削減見込み


